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品
質
管
理
情
報
交
換
会
を
実
施

品
質
管
理
情
報
交
換
会
を
実
施

　

品
質
管
理
は
、
同
業

他
社
と
の
交
流
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
社
内
に
お

い
て
も
専
門
性
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
部
署
で

す
。
製
品
の
検
査
方
法

等
は
確
立
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
測
定
頻
度

な
ど
で
は
、
状
況
に
合

わ
せ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
、
同
業
他
社
の
情
報

は
参
考
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
情
報
交
換
す
る
場

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
品
管
は
、
限

ら
れ
た
人
数
で
業
務
を

こ
な
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
近
場
で
の
開
催

で
な
い
と
出
席
が
困
難

な
場
合
が
多
い
な
ど
の

意
見
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
エ
リ
ア
で
工
場

見
学
を
セ
ッ
ト
に
し
た

情
報
交
換
と
す
る
形
式

と
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は

参
加
希
望
の
正
会
員

の
方
々
と
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
審
査
委
員
の
他
、

﹁
食
品
検
査
（
消
費
期

限
・
使
用
期
限
の
デ
ー

タ
取
り
）﹂、﹁
衛
生
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
﹂、

﹁
Ｊ
Ｆ
Ｓ
・
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

２
２
０
０
０
取
得
支

援
﹂
等
を
行
っ
て
い
る

㈱
町
田
予
防
衛
生
研
究

所
（
厚
労
省
登
録
検
査

機
関
）
に
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
参
加
を

求
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。（
当
協
会
と
秘
密

保
持
契
約
を
締
結
済
。）

　

初
回
は
、
９
月
19
日

﹁
ミ
ツ
ハ
シ
春
日
部
工

場
﹂（
埼
玉
）、
第
２
回

は
、
10
月
９
日
﹁
銀
し

ゃ
り
相
模
原
工
場
﹂（
神

奈
川
）
に
て
開
催
し
、

い
ず
れ
も
10
社
29
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
あ
ら

か
じ
め
参
加
各
社
か
ら

提
出
さ
れ
た
課
題
を
中

心
に
討
議
を
行
い
ま
し

た
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査

委
員
・
町
田
予
防
衛
生

研
究
所
か
ら
は
、
専
門

的
な
補
足
説
明
を
行
う

こ
と
で
、
品
質
管
理
に

つ
い
て
、
現
場
サ
イ
ド

の
情
報
交
換
会
と
し
て

大
変
充
実
し
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
次
年

度
に
つ
い
て
は
、
大
阪

（
煌
）
と
九
州
（
ど
ん

ど
ん
ラ
イ
ス
）
で
開
催

予
定
で
す
。
そ
の
後
も

開
催
場
所
の
検
討
も
踏

ま
え
、
品
質
管
理
情
報

交
換
会
を
継
続
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

品
質
管
理
情
報
交
換

会
で
討
議
さ
れ
た
事
項

は
、
状
況
に
応
じ
対
策

を
様
々
に
変
化
さ
せ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。
以
下
に
討

議
さ
れ
た
課
題
を
ま
と

め
ま
し
た
。
今
後
の
皆

様
の
品
質
管
理
の
取
組

み
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

炊
飯
協
会
意
見
交
換
会

で
の
検
討
さ
れ
た
課
題

〈
ミ
ツ
ハ
シ
ラ
イ
ス
春

日
部
工
場
と
銀
し
ゃ
り

相
模
原
工
場
〉

○
防
虫

忌
避
剤
の
検
討
、
内

部
清
掃
、
扉
の
開
閉
徹

底
　

貯
穀
害
虫
へ
の
対
策

○
異
物

保
温
容
器
（
エ
ス
レ

ン
コ
ン
テ
ナ
ー
）
の
バ

リ
チ
ェ
ッ
ク
（
バ
ー
ナ

ー
で
の
対
応
、
交
換
）

　

工
場
内
の
整
備
点
検

○
菌
検
査
、
衛
生
管
理

野
菜
の
洗
浄
・
殺
菌

方
法
の
検
討
、
水
耕
栽

培
の
使
用
検
討
（
レ
タ

ス
等
）

　

検
査
の
頻
度
等
ど
こ

ま
で
行
う
か
。
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
結
果
で
の
検
討

見
直
し
も
状
況
に
よ
り

行
う
。

セ
レ
ウ
ス
菌
は
、
一

般
生
菌
数
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
対
応
を
基
本

と
す
る

　

商
品
特
性
に
よ
り
検

査
は
か
わ
る
。
お
客
様

管
理
体
制
ま
で
の
検
討

が
必
要

　

い
な
り
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
難
し
い

　

検
査
温
度
、
時
間
、

頻
度

○
保
温
容
器
の
臭
い

お
客
様
へ
の
使
用
法

お
願
い
、
容
器
の
専
用
化

○
衛
生
管
理

で
き
る
だ
け
分
解
洗

浄
、
温
水
は
効
果
が
あ

る
（
温
水
は
蒸
気
ミ
キ

シ
ン
グ
で
も
可
能
）

○
真
空
冷
却
機
の
使
用

方
法

○
外
国
人
労
働
者
へ
の

教
育

　

動
画
の
取
入
れ
。

　

語
学
教
育
に
会
社
と

し
て
取
り
組
む

　

実
習
生
か
ら
リ
ー
ダ

ー
・
社
員
へ
登
用

○
ラ
イ
ン
洗
浄
後
の
評

価
拭
き
取
り
検
査
は
あ

く
ま
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
あ
り
、
手
順
の
統
一
、

安
定
化
が
ま
ず
優
先

○
エ
ン
ボ
ス
手
袋
の
管

理
　

エ
ン
ボ
ス
と
ニ
ト
リ

ル
の
中
間
の
製
品
も
あ

り
、
部
署
で
の
使
い
分

け
、
交
換
頻
度
の
設
定

○
ア
レ
ル
ゲ
ン
管
理

製
造
順
番
で
ア
レ
ル

ゲ
ン
の
少
な
い
も
の
か

ら
製
造
、
洗
浄
管
理

　

ふ
き
取
り
で
の
検
証

新
商
品
時
に
リ
ス
ク
が

懸
念
さ
れ
る
も
の
は
都

度
対
応
。
そ
の
後
は
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

○
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の

処
理

　

冷
凍
取
り
寄
せ
↓
ボ

イ
ル
↓
真
空
冷
却
↓
静

菌
剤　

等
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

○
コ
ン
タ
ミ
対
策
（
赤

酢
の
使
用
）

　

釜
間
を
空
け
洗
浄
、

製
造
順
の
検
討

ラ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体

制○
工
場
の
改
修
、
建
て

替
え
等

　

老
朽
化
は
全
体
に
起

こ
る
為
、
単
体
だ
け
で

な
く
そ
の
周
り
も
注
意

が
必
要

　

他
社
工
場
の
見
学

（
直
接
の
お
願
い
が
ベ

タ
ー
）

○
町
田
予
防
衛
生
研
究

所
の
取
り
組
み
、
サ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て

細
菌
検
査
の
検
査
レ

ベ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
（
年

に
１
回
等

　

当
協
会
で
は
、
メ
イ
ン
の
３
つ
の
事
業
（
広
報
・
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
・
品
質
管
理
）
に
つ
い
て
は
、

３
副
会
長
が
担
当
し
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
品
質
管
理
担
当
の
齋
藤
副
会
長
よ
り
、
品
質
管
理
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
従
来
行
っ
て
い
た
勉
強
会
・
講
演
会
に
加
え
て
、
会
員
企
業
の
品
質
管
理
担
当
者
が
集

ま
っ
て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
た
い
と
の
提
起
が
あ
り
、
２
０
２
３
年
10
月
と
２
０
２
４
年
３
月
に
、
会
の

運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
数
社
の
担
当
者
が
集
ま
り
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

品
質
管
理
情
報
交
換
会
（
ミ
ツ
ハ
シ
ラ
イ
ス
　
春
日
部
工
場
に
て
）

炊
飯
製
造
工
程
図
（
銀
し
ゃ
り
相
模
原
工
場
）

品
質
管
理
情
報
交
換
会
　
銀
し
ゃ
り
相
模
原
工
場
全
景
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概
算
金
は
、
Ｊ
Ａ
が

農
家
に
示
す
買
取
り
価

格
で
、
毎
年
収
穫
期
に

産
地
品
種
ご
と
に
提
示

さ
れ
、
10
月
初
旬
に
は
、

ほ
ぼ
出
揃
う
。（
業
界
紙

の
情
報
と
全
米
販
の
10

月
10
日
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
情
報

よ
り
当
協
会
で
集
計
）

相
対
取
引
価
格
は
、
農

水
省
が
、﹁
生
産
側
か
ら

米
卸
へ
の
売
却
価
格
﹂、

﹁
米
卸
が
生
産
側
か
ら

購
入
し
た
価
格
﹂
を
聞

き
取
り
調
査
し
、
毎
月
、

結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

　
（
新
米
出
始
め
る
９
月

度
分
が
、
10
月
中
旬
に

第
１
回
目
の
速
報
と
し

て
公
表
）

解
説

概
算
金
と
相
対
取
引
価

格
に
つ
い
て

・
概
算
金
は
、
産
地
品

種
時
期
等
で
い
く
つ

か
の
デ
ー
タ
が
提
示

さ
れ
て
お
り
、
絶
対

値
で
は
な
く
産
地
品

種
の
前
年
比
較
差
デ

ー
タ
を
も
っ
て
米
価

状
況
を
把
握
す
る
目

安
と
し
て
下
さ
い
。

・
概
算
金
の
変
更
は
通

常
は
あ
ま
り
な
い
が
、

Ｒ
６
年
産
米
は
、
変

更
（
ア
ッ
プ
）
が
繰

り
返
さ
れ
て
お
り
特

別
な
状
況
に
あ
る
。

・
通
常
、
市
場
に
新
米

が
多
く
出
回
る
の
は

10
月
中
旬
以
降
だ
が
、

９
月
に
は
ス
ー
パ
ー

等
へ
供
給
す
る
５
年

産
は
底
を
つ
き
、
一
気

に
新
米
に
切
り
替
わ

っ
た
。

・
新
米
を
集
め
る
の
に

高
値
が
つ
き
、
実
際
、

相
対
価
格
は
昨
年
平

均
比
１・５
倍
と
な
っ

た
。

・
米
集
荷
は
、
収
穫
期

に
行
わ
れ
る
﹁
農
家

軒
先
で
の
米
買
取
り
﹂

と
﹁
Ｊ
Ａ
集
荷
﹂
と

が
あ
る
。
通
常
は
、

概
算
金
も
参
考
に
し

な
が
ら
米
の
買
取
り

が
行
わ
れ
る
が
、
上

記
の
理
由
に
よ
り
米

在
庫
に
余
裕
が
な
く

な
り
、﹁
米
買
取
り
価

格
﹂
は
、
大
幅
な
ア

ッ
プ
と
な
っ
た
。

・﹁
Ｊ
Ａ
集
荷
﹂
は
、
１

年
間
供
給
し
続
け
る

た
め
、
サ
イ
ロ
等
に

保
管
を
す
る
。
従
っ

て
、
保
管
料
負
担
も

あ
る
し
、
年
間
を
通

じ
た
状
況
を
予
測
し

価
格
が
決
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今

秋
、
Ｊ
Ａ
集
荷
は
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

進
ま
ず
、
こ
の
様
な

状
況
が
生
ま
れ
た
。

全
国
の
米
の
需
給
に
つ

い
て
（
図
1
、
図
2
）

・
米
供
給
は
、
生
産
調

整
（
減
反
）
に
よ
り

﹁
需
要
に
あ
っ
た
生

産
﹂
を
旗
印
に
生
産

を
抑
え
る
政
策
に
よ

り
、
昨
年
一
昨
年
は
、

初
め
て
生
産
目
標
を

達
成
し
て
お
り
、
生

産
面
積
は
予
定
通
り

減
少
し
た
。

・
Ｒ
５
年
産
の
精
米
歩

留
ま
り
は
、
例
年
に

な
く
白
濁
し
た
米
が

多
く
、
精
米
に
す
る

と
普
段
の
95
％
程
度

で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

生
産
量
５
％
減
と
な

る
。（
６
０
０
万
ト
ン

の
５
％
で
、
30
万
ト

ン
減
）

・
需
要
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
で
増
、
今
月

８
月
に
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
注
意
喚
起
の

臨
時
情
報
が
発
令
さ

れ
各
家
庭
で
の
備
蓄

が
一
時
的
に
進
む
等
、

増
加
が
見
ら
れ
た
。

実
際
、
農
水
省
の
当

初
の
需
要
予
測
よ
り

20
万
ト
ン
ほ
ど
増
え

て
い
る
。

・
米
卸
は
、
業
務
用
と

し
て
決
ま
っ
た
お

得
意
様
へ
の
供
給

義
務
を
負
っ
て
お

り
一
定
量
確
保
し

て
い
る
。
一
方
ス

ー
パ
ー
向
け
は
、

産
地
品
種
等
状
況

に
応
じ
複
数
の
卸

か
ら
提
供
し
て
お

り
、
Ｒ
５
年
産
米

の
在
庫
の
う
ち
余

裕
あ
る
分
を
ス
ー

パ
ー
向
け
に
提
供

す
る
が
、
今
年
は

底
が
つ
い
た
。
そ

れ
は
ス
ー
パ
ー
に

並
ん
で
い
る
米

は
、
全
て
新
米
に

な
っ
た
こ
と
か
ら

も
見
て
取
れ
る
。

・
例
年
に
比
べ
る
と

２
~
３
か
月
程
度

米
関
連
情
報
　

米
関
連
情
報
　

（
概
算
金
・
相
対
取
引
価
格
、
需
要
と
供
給
、

（
概
算
金
・
相
対
取
引
価
格
、
需
要
と
供
給
、

米
消
費
量
等
推
移
）

米
消
費
量
等
推
移
）

全国農業地域・都道府県別作況指数（９月 25 日現在）
（農家等が使用しているふるい目幅ベース）

注：１  作況指数は、10ａ当たり平年収量に対する 10ａ当たり予想収量の比率であり、都道府県ごとに、過去５か年に農
家等が使用したふるい目幅の分布において、最も多い使用割合の目幅で選別された玄米を基に算出した数値である。

　　２  徳島県、高知県、宮崎県及び鹿児島県の作況指数は早期栽培、普通栽培を合算したものである。また、沖縄県の第二
期稲は未確定の要素が多いことから、沖縄県計の作況指数の算出は、第一期稲の 10ａ当たり収量と第二期稲の 10
ａ当たり平年収量の加重平均を用いた。

図1 「米の年間1人当たり消費量の推移」(単位：㎏）

図２　主食用等の生産量と需要量及び民間在庫の推移（単位：万トン）

早
く
、
Ｒ
５
年
産
の

在
庫
が
な
く
な
り
新

米
転
換
が
進
ん
だ
。

・
米
価
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

生
産
面
積
増
、
需
要

減
が
考
え
ら
れ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
、
新
米
を

先
食
い
し
た
状
況
で
、

来
年
の
収
穫
期
（
秋
）

を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
米
価
が
下
が
る

と
の
判
断
は
難
し
い
。
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２
０
２
４
年
10
月
30
日

に
開
催
さ
れ
た
、
農
水

省
の
食
糧
部
会
（
基
本

方
針
を
検
討
す
る
会
）

で
公
表
さ
れ
た
資
料
の

コ
メ
ン
ト

　

令
和
５
年
10
月
の
基 

本
指
針
で
は
、
相
場
と

価
格
が
安
定
す
る
目
安

と
言
わ
れ
る
６
月
末
在

庫
１
８
０
万
ト
ン
程
度

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
令
和
６
年
６
月
末
在
庫

１
７
７
万
ト
ン
）

　

令
和
６
年
３
月
の
食

糧
部
会
で
の
検
証
時
に

も
あ
ま
り
数
値
は
動
い

て
い
ま
せ
ん
＝
農
水
省

が
現
実
を
見
極
め
て
い

な
か
っ
た
？

　

そ
れ
が
、
令
和
６
年

７
月
の
食
糧
部
会
で
消

費
が
７
０
２
万
ト
ン
、
６

月
末
在
庫
が
１
５
６
万

ト
ン
と
公
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
理
由
を
農
水
省

は
、

・
高
温
・
渇
水
に
伴
う

等
級
・
精
米
歩
留
減

・
篩
下
発
生
の
減
少

・�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の

拡
大

・�

食
品
値
上
げ
局
面
で

の
相
対
的
な
値
頃
感

と
し
て
い
ま
す
。（
な
ぜ

そ
れ
が
既
に
相
場
が
急

上
昇
し
て
い
た
３
月
に

判
ら
な
か
っ
た
か
疑
問
）

　

更
に
、
令
和
６
年
10

月
の
食
糧
部
会
で
、
消

費
を
７
０
５
万
ト
ン
に

上
方
修
正
＝
在
庫
を

１
５
３
万
ト
ン
に
下
方

修
正
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
米
穀
年

度
（
６
／
７
年
）
は

１
５
３
万
ト
ン
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
来
年
の
６
月

末
の
予
想
が
１
６
２
万
ト

ン
（
価
格
が
安
定
す
る

１
８
０
万
ト
ン
に
は
程
遠

い
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
需
要
は
、
前

期
の
７
０
５
万
ト
ン
か

ら
大
き
く
減
少
（
▲

31
万
ト
ン
）
し
て

６
７
４
万
ト
ン
と
見
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
何
も
し
な

け
れ
ば
来
年
も
コ
メ
不

足
に
な
る
こ
と
を
物
語

っ
て
お
り
、
勢
い
産
地
で

は
コ
メ
の
取
り
合
い
に

な
り
相
場
が
上
が
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
相
当
量
の

需
要
が
減
少
し
な
い
限

り
、
当
分
相
場
が
下
が

る
こ
と
は
な
い
と
い
う

見
方
に
な
り
ま
す
。

　

但
し
今
米
穀
年
度
は

水
田
活
用
米
穀
（
主
食

用
以
外
の
米
）
の
作
付

け
が
増
減
し
て
い
ま
す

（
＝
主
食
用
が
増
減
？
）

飼
料
米
▲
３・２
万
ｈ
ａ
、

備
蓄
米
▲
０・５
万
ｈ
ａ
、

米
粉
用
＋
０・１
万
ｈ
ａ
、

加
工
用
米
＋
０・
１
万

ｈ
ａ
、
主
食
用
米
＋
１
・

７
万
ｈ
ａ

ま
た
、

・�

Ｓ
Ｂ
Ｓ
米

・�

等
級
・
歩
留

・�

篩
下

　

な
ど
も
今
後
検
証
が

必
要
で
す
。

※賛助会員：環境工研㈱は松尾機器産業㈱に社名が変わりました。
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第
20
回
ご
は
ん
ソ

ム
リ
エ
認
定
試
験
は
、

２
０
２
４
年
７
月
25

日
、
26
日
に
、
飯
田
橋

レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル
に
お

い
て
行
い
ま
し
た
。
米

か
ら
ご
飯
と
し
て
食
す

る
ま
で
の
事
象
を
科
学

的
な
視
点
か
ら
捉
え
た

基
礎
知
識
に
つ
い
て
、

２
日
間
に
わ
た
り
講
義

と
食
味
官
能
試
験
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
２

日
目
に
行
う
試
験
で
、

一
定
レ
ベ
ル
に
達
し
た

方
を
﹁
ご
は
ん
ソ
ム
リ

エ
﹂
と
し
て
認
定
し
ま

す
。
例
年
は
年
１
回
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
お
さ
ま
り

第第
2020
回
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
」
報
告

回
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
」
報
告

応
募
が
増
え
た
こ
と
も

あ
り
、
２
０
２
４
年
度

は
２
回
の
実
施
と
し
、

第
21
回
は
２
０
２
５

年
３
月
11
日
・
12
日

に
実
施
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
か
ら

は
、
年
１
回
の
実
施
と

し
て
い
き
ま
す
。（
第

22
回
は
、
２
０
２
５
年

11
月
13
日
・
14
日
開
催

予
定
）

●
炊
飯
を
科
学
す
る

　

当
協
会
の
設
立
は

１
９
９
５
年
、﹁
衛
生

管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
﹂

﹁
美
味
し
い
ご
飯
を
炊

く
﹂
の
２
つ
が
大
き
な

テ
ー
マ
で
し
た
。﹁
美

味
し
い
ご
飯
を
炊
く
﹂

に
つ
い
て
は
、﹁
炊
飯

を
科
学
す
る
﹂
と
の
タ

イ
ト
ル
で
、
協
会
内

で
勉
強
会
を
重
ね
ま
し

た
。
米
か
ら
ご
飯
と
し

て
食
す
る
ま
で
一
貫
し

て
勉
強
を
す
る
場
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
一
般
の
方
も
対
象

と
し
た
﹁
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
認
定
事
業
﹂
を

２
０
０
６
年
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

●
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ

（
講
義
と
実
習
）

　

テ
キ
ス
ト
は
、
ご
飯

の
主
原
料
で
あ
る
お
米

に
関
す
る
様
々
な
知

識
、
炊
飯
の
科
学
や
炊

飯
の
技
術
・
ご
飯
の
栄

養
や
、
ご
飯
の
衛
生
管

理
と
ご
飯
と
し
て
食
す

る
ま
で
を
網
羅
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
美
味
し

い
ご
飯
を
評
価
す
る
た

め
の
正
し
い
官
能
検
査

の
や
り
方
を
、
食
味
官

能
試
験
の
実
習
を
通

じ
、
学
ん
で
頂
き
ま
す
。

認
定
試
験
の
た
び
に
行

っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
参
考
に
し
な
が
ら

テ
キ
ス
ト
、
実
習
内
容

等
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
ご
自
分

の
専
門
分
野
に
お
い
て

は
基
礎
知
識
の
確
認
を

し
て
頂
き
、
専
門
外
の

分
野
で
は
、
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
知
識
を
学
ん
で

頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

テ
キ
ス
ト
は
、
米
・

ご
飯
に
関
す
る
科
学
的

知
識
を
集
約
し
た
参
考

書
と
な
る
よ
う
編
集
・

改
訂
を
重
ね
て
い
ま

す
。

●
第
20
回
「
ご
は
ん
ソ

ム
リ
エ
認
定
試
験
」

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果(

多

数
の
方
の
意
見
か
ら
抜

粋)・
ふ
だ
ん
生
活
し
て
い

る
だ
け
で
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
米
の
生
産

や
精
米
炊
飯
工
場
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
。
自
分
の

仕
事
は
米
と
は
全
く
関

係
な
い
も
の
で
す
が
、

自
宅
で
は
ガ
ス
コ
ン
ロ

で
鍋
を
使
っ
て
こ
め
を

炊
い
て
い
る
の
で
今
後

よ
り
美
味
し
く
炊
け
る

よ
う
が
ん
ば
り
た
い
。

・
少
し
ペ
ー
ス
が
速
く

感
じ
る
時
が
あ
っ
た
。

講
師
の
方
た
ち
は
と
て

も
説
明
が
上
手
く
わ
か

り
や
す
か
っ
た
。
大
事

な
部
分
は
赤
色
に
し
て

頂
き
、
と
て
も
分
か
り

や
す
く
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
炊
飯
の
化

学
の
講
義
は
大
変
分
か

り
や
す
く
、
今
の
仕
事

に
活
か
せ
そ
う
で
す
。

・
仕
事
で
炊
飯
工
程
に

接
す
る
機
会
が
多
い
の

で
炊
飯
を
科
学
的
に
理

論
づ
け
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
炊
飯
操
作
を

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
何
度
も
読
み
直
し
た

い
と
思
う
。

・
テ
キ
ス
ト
と
講
義
の

順
番
が
統
一
さ
れ
る
と

復
習
も
し
や
す
い
か
と

感
じ
ま
す
。
炊
飯
の
科

学
が
興
味
深
く
受
講
で

き
ま
し
た
。

・
お
米
の
基
礎
知
識
、

炊
飯
知
識
は
も
ち
ろ
ん

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
や
食
品
表

示
の
こ
と
な
ど
衛
生
責

任
者
講
習
の
内
容
も
含

ま
れ
て
お
り
振
り
返
り

が
で
き
有
意
義
な
講
習

と
な
り
ま
し
た
。

・
ご
飯
に
関
す
る
内
容

を
広
く
取
り
扱
っ
て
く

だ
さ
っ
た
事
が
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し

た
。
独
学
で
は
ど
こ
を

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
取
り

扱
え
ば
よ
い
か
判
断
が

し
づ
ら
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

・
日
常
業
務
と
、
日
常

生
活
に
紐
づ
く
内
容
も

多
く
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
。
今
ま
で
の
日
常

業
務
の
現
象
が
勉
強
し

た
内
容
と
つ
な
が
っ
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も

講
義
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
特

に
、
科
学
的
な
根
拠
を

学
ん
だ
こ
と
で
日
々
の

問
題
に
い
つ
い
て
悩
ん

だ
際
、
足
が
か
り
に
で

き
る
と
感
じ
た
。
全
体

の
内
容
量
が
膨
大
な
の

で
、
知
識
と
し
て
身
に

着
け
ら
れ
る
よ
う
復
習

し
た
い
と
思
う
。

・
第
４
章
精
米
技
術
に

て
粗
選
機
動
画
を
見
せ

て
頂
き
非
常
に
分
か
り

や
す
か
っ
た
。
炊
飯
工

場
に
勤
務
し
て
い
る
た

め
、
精
米
工
程
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
文
章
や
図
よ
り
分

か
り
や
す
い
で
す
。

・
多
く
の
デ
ー
タ
と
専

門
家
達
の
貴
重
な
講
義

が
受
講
出
来
よ
か
っ

た
。
今
ま
で
感
覚
的
に

捉
え
て
い
た
こ
と
が
明

確
に
な
っ
た
。
と
く
に

同
じ
条
件
下
の
炊
飯
で

異
な
る
結
果
が
出
た
時

に
今
回
の
講
義
で
学
ん

だ
こ
と
が
活
か
さ
れ
る

と
思
う
。
ま
た
、
テ
キ

ス
ト
以
外
の
情
報
も
多

く
発
信
し
て
い
た
だ
き

今
後
の
炊
飯
業
界
が
気

に
な
る
内
容
だ
っ
た
。

・
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

間
違
い
や
追
加
が
あ
る

場
合
、
先
に
メ
ー
ル
等

で
案
内
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
？

・
読
み
方
の
わ
か
ら
な

い
言
葉
が
多
く
読
み
仮

名
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま

す
。

・
全
体
的
に
専
門
用
語

が
多
く
初
心
者
は
ま
ず

用
語
を
調
べ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
感
覚
が
あ

り
敷
居
が
高
い
テ
キ
ス

ト
だ
と
感
じ
た

・
細
か
な
内
容
か
つ
分

か
り
や
す
い
図
表
で
の

解
説
が
あ
り
、
講
義
を

受
講
す
る
前
段
階
の
予

習
時
点
で
も
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
表
の
訂
正
箇
所
が

多
く
、
誤
っ
て
覚
え
て

し
ま
い
認
識
相
違
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
の
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。
表

や
図
が
多
く
と
て
も
見

や
す
か
っ
た
で
す
。
た

だ
誤
字
が
多
い
の
が
気

に
な
り
ま
し
た

・
第
２
課
程
、
第
１
章

炊
飯
の
科
学
（
Ｐ
.
57

~
Ｐ
70
）
が
一
番
興
味

深
く
、
勉
強
に
な
っ
た
。

理
論
を
基
に
し
て
、
自

社
の
連
続
式
の
炊
飯
ラ

イ
ン
を
思
い
返
す
と
、

確
か
に
理
論
通
り
の
動

き
に
な
る
よ
う
機
械
設

計
が
さ
れ
て
い
る
と
思

っ
た
。
な
の
で
、
今
後

な
る
べ
く
漠
然
と
問
題

に
と
り
か
か
ら
ず
、
理

論
を
基
に
考
え
な
が
ら

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
い
き
た
い
。
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
自
身
は

ベ
ン
ダ
ー
業
に
勤
め
て

い
る
た
め
米
の
状
態
に

つ
い
て
詳
し
く
な
か
っ

た
が
、
今
回
の
内
容
を

通
し
て
品
質
管
理
方
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。（
第
１
課
程

第
３
章
Ｐ
.
23
~
31
）

・
お
米
の
主
要
品
種
の

ペ
ー
ジ
は
読
み
物
と
し

て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

日
本
晴
が
好
き
な
の
で

１
ペ
ー
ジ
も
割
か
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
炊
飯
の
科

学
・
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ

い
て
も
、
改
め
て
詳
し

く
知
る
機
会
は
あ
ま
り

な
い
の
で
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
見
返
し
て
読
み
直

し
を
し
た
い
で
す
。

・
品
種
の
差
を
感
じ
、

感
動
し
ま
し
た
。
ま
た

﹁
毎
回
品
種
を
揃
え
て

色
を
変
え
る
﹂
で
は
な

く
、
基
準
米
を
固
定
し

全
国
各
地
の
お
米
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
実
習

３
回
で
異
な
る
組
み
合

わ
せ
だ
っ
た
た
め
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

・
地
方
で
の
講
義
も
や

っ
て
ほ
し
い

・
や
り
方
の
動
画
を
見

せ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。

・
ご
は
ん
が
も
っ
た
い

な
く
感
じ
ま
し
た
。
お

昼
共
用
で
ふ
り
か
け
や

お
に
ぎ
り
に
で
き
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

・
一
般
的
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
１
講
義
の
長

さ
を
短
く
し
て
ほ
し
い
。

学
生
と
違
い
当
方
年
齢

を
重
ね
て
い
る
の
で
弔

長
時
間
同
じ
姿
勢
だ
と

身
体
が
痛
く
な
り
ま
す
。

お
年
を
召
し
た
方
も
多

い
と
思
う
の
で
検
討
し

て
ほ
し
い
で
す
。
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　　第3章「米の品位区分と品質管理」　
　　第5章「米に関する制度の概要」
　第3課程「ごはんの食味評価に関する知識」
　　第1章「官能検査の基礎知識」
　第４課程　「食味官能検査の実習」　
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 　第1課程「お米についてもっと知ろう」　
　第4章「精米技術」
　第2課程「ごはん・炊飯に関する知識」　
　　第1章「炊飯の科学」
　　第6章「炊飯製品の衛生管理」　
　　第7章「炊飯製品の表示」
　食味官能検査の実習（２回目）　

◉第2日目　2025年 3月12日（水）
第2課程「ごはん・炊飯に関する知識」　
　　第2章「炊飯の実際」　
　　第3章「米飯加工品製造の実際」
　第2課程「ごはん・炊飯に関する知識」
　　第4章「ごはんの栄養」　
　　第5章「ごはんと健康」　
　食味官能検査の実習（３回目）　
　第3課程　「ごはんの食味評価に関する知識」
　　第２章「ごはんの食味評価法」
　　第３章「おいしいごはんへの道」　　　　
　　第４章「おいしい米を見分けるために」
　食味官能試験
　筆記試験

研修・試験スケジュール

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082 第22回の開催予定　

2025年 11月 13日（木）・14日（金）

＜第21回ごはんソムリエ認定試験は11月8日より応募受付中＞
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